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での4段階の回答を用意 した｡また ｢参加 して
いない｣という選択肢 も設けた｡
図Ⅱ-2から結果を読み取ってみると,教師
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□あまり受けたくない □受けたくない
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7.教師の抱える課題 (自由記述回答)
教師の抱える課題は,教師が学習を必要 とし







































































体で取組んだ り,教師同士で支援 しあった りす
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る態勢があるのかどうか,疑問を感じる｡
(参教師の多忙
教師の多忙を訴える声も多い｡忙 しくて ｢課
題｣を考える暇すらない,という回答もあった｡
総合学習 ･新しい評価方法 ･ゆとり教育といっ
た改定に加えて,生徒指導はますます困難にな
り,雑務が増えているために,教師自身がゆと
りをなくしているという状況が浮かび上がって
くる｡
6)教師の課題に応える学習機会
こjlら自由記述回答から読み取れる教師の学
習ニーズを,提供すべき学習機会という視点か
ら見ると,およそ3つのテーマが浮かび上がっ
てくる｡
(∋わかる授業 ･学力が伸びる授業の工夫
教師たちは,教材研究の先にある実際の授業
場面で,教材研究の成果を生かしきれていない
もどかしさを感じているようだ｡どのような授
業をすれば生徒の理解や学力の向上に結びつい
ていくのか,生徒に ｢わかった｣と言わせるこ
とができるのか,さらには成果が上がったと評
価することができるのか,そこに悩んでいるよ
うだ｡効果的な授業のヒントを与え,方法上の
例を示 してくれる講習が望まれているように思
われる｡
(参軽度発達障害についての基礎知識と対応方法
自分のクラスに軽度発達障害の生徒を抱えて
苦慮している教師が少なからず存在するようだ｡
十分な知識や対応技能がないためにきちんとし
た指導ができていないのではないかと悩んでい
る様子が窺える｡現在の研究で明らかになって
いる基礎的な知識 ･情報を提供し,対応の基本
やポイントを学習する機会を提供できれば,教
師の不安を解消することになるだろう｡また教
師同士の情報交換ネットワークを形成すること
ができれば,よりよい指導を生み出すことがで
きる｡
③生徒指導
生徒指導に多大の時間と労力を割いている様
Ⅱ 質問紙調査結果の概要
子が読み取れた｡とりわけ中学校教師の負担は
大きいようである｡しかも家庭環境や保護者の
意識の変化によって,教師自身の経験以上の生
徒理解を要求され,保護者との対応に迫られて
いる｡相手の反応が想定の範囲を超えることは,
当事者に大きなス トレスをもたらす｡さまざま
のケースがあり,またさまざまの解決策がある
ことを知ることによって,教師の対応能力が増
大し,教師に精神的な安定をもたらすことがで
きるのではないか｡それがよりよい生徒指導に
つながるだろうと考えられる｡
大学ばかりでなく,教育委員会や民間の研究
会は,この調査で明らかになった教師の実情や
課題意識に応える学習機会を提供することが求
められていると言えよう｡
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